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間開館時間 午前９時～午後５時（ただし、入館は午後４時 30 分まで）　　

休 館 日 火曜日火

入 館 料 人 300 円（団体 250 円）／小中学生 150 円（団体 130 円）大人
。長浜市・米原市の小・中学生は無料。※団体は 20 名以上。長

※ 育手帳・精神障害者保健福祉手帳等をお持ちの方及びその付添い身体障害者手帳・療育
だし、証明となる手帳等の提示が必要）の方１名は無料。（ただし

主 催 : 長 浜 市　　協 力：芳力 洲 会

里歴史民俗資料館高月観音の里歴 2階展示室

〒529-0233 渡岸寺 229滋賀県長浜市高月町渡
HISTORY FOLKLORE MUSEUMTAKATSUKI KANNON NO SATO H

6.126 ― 7.22
2024

水 月

▲芳洲会設立趣意書（大正13年）

▲▲位記

▲雨森芳洲先生事蹟調
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JR 高月駅かから徒歩 8分
北陸自動車車道 木之本 IC から 10分／小谷城 SIC から 7分

〒529-020233滋賀県長浜市高月町渡岸寺 229
TEL 00749-85-2273

httptps://www.city.nagahama.lg.jp/section/takatsukkirekimin/

History of Amenomori Hoshu Award activities and Hoshu's thoughts.

雨森芳洲関係資料受贈 100年記念

6.12― 7.2272024 水 月

A
ccess

雨森芳洲 (1668 ～ 1755) は、雨森村 ( 長浜市高月
町雨森 ) 出身と伝えられる江戸中期の儒学者で、町
鮮との交流で「誠意と信義の交わり」を主張・朝鮮
した人物です。その子孫は代々対馬藩に仕え実践し
が、明治維新後に芳洲の関係資料とともにましたが
り住みました。東京に移り
うど 年前 大正 年（ ） 北今 らち う今からちょうど 100 年前の大正 13 年（1924）、北

近江に雨森芳洲の顕彰会「芳洲会」が結成される
と、芳洲の子孫は雨森芳洲関係資料一式を芳洲会
に寄贈しました。同じ年、芳洲は政府から「従四
位」の位階が追贈されています。
この展示では、それから一世紀の間、芳洲の啓発
普及に努めてきた芳洲会をはじめとする活動の歩
みや、芳洲資料の評価と普及の変遷を概観するこ
とによって、将来へ向けた先人顕彰のありようと
方

高月観音の里歴史民俗資料館里歴史民俗資
TAKATSUKI KANNON NO SATO HISTORY FOLKLORE MUSEUMSATO HISTORY FOLKLORE M

展示説明会

日 時日 時：令和 6年（2024）66月月30日（日） 午後午後1時30分から
音の里歴史民俗民俗資料館 ２階展示室会 場：高月観音
※展示説明説明会には入館料が必要です。
音の里資資料館友の会会員は入館無料）（観音

主 催 : 長長 浜 協市　　協 力：芳 洲 会

▲「治要管見」解説書

▲雨森芳洲庵（長浜市高月町雨森）
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